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Ⅰ．活動の概要及び経過 

以下、龍ケ崎市人材マネジメント部会４期生の研究会における１年間の活動の概要や

経過を時系列で書き記していく。また私たちの活動において見出した成果や作り出し

た変化等について合わせて書き記していく。 

なお，研究会当日の学びは個々によるものが多いため，今回の内容からは割愛する。 

 

【2022年度人材マネジメント部会龍ケ崎市４期生 主な活動の経過】 

月 日時 内容 

４
月 

１８日（月） ９：００～ 現役生 打合せ （市役所） 

１９日（火）       第１回人材マネジメント部会開催 （ＺＯＯＭ） 

２０日（水） 第１回人材マネジメント部会開催  （日本橋） 

２２日（金） １６：００～ 現役生・人事課 打合せ （市役所） 

５
月 

１０日（火） １１：００～ 現役生 打合せ （市役所） 

１８日（水） １０：００～ 第２回人材マネジメント部会開催 （日本橋） 

１９日（木） １１：００～ 現役生・人事課 打合せ （市役所） 

２５日（水） １６：００～ 現役生打合せ （市役所） 

６
月 

９日 （木） １０：３０～ 

１３：４０～ 

ヒアリング （さんさん館利用者） 

ヒアリング （民生委員児童委員） 

１３日(月) １０：００～ 

１１：００～ 

ヒアリング （ルネサンス） 

ヒアリング （サプラ） 

１６日（木） １０：３０～ フォローアップ研修 （ＺＯＯＭ） 

２２日（水） 15:30～ ヒアリング （部長） 

２４日（金） １４:００～ ヒアリング （部長） 

２８日（火） １４：００～ ヒアリング （教育長） 

２９日（水） １４：００～ ヒアリング （市長） 

７
月 

４日 （月） １０：００～ ヒアリング （課長） 

５日 （火） １１：００～ ヒアリング （課長） 

１１日（月） １６：００～ 現役生・打合せ （市役所） 

２０日（水） １６：００～ 現役生・打合せ （市役所） 

２１日（木） １０：００～ 第３回人材マネジメント部会開催 （ＺＯＯＭ） 

２２日（金） １０：００～ 第３回人材マネジメント部会開催 （ＺＯＯＭ） 

２９日（金） １６：００～ 現役生・打合せ （市役所） 
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月 日時 内容 

8

月 

１６日（火）  ９：００～ 現役生・打合せ （市役所） 

２３日（火） １６：００～ 現役生・打合せ （市役所） 

２４日（水）  ９：００～ 第４回人材マネジメント部会開催 （ＺＯＯＭ） 

９
月 １５日（木） １６：００～ 現役生・打合せ （市役所） 

10
月 

４日（火）   ９：００～ 現役生・打合せ（市役所） 

２６日（水） １５：００～ 第５回人材マネジメント部会開催 （ＺＯＯＭ） 

11 

月 

１８日（金） １４：００～ 自治体経営セミナー （ＺＯＯＭ）※出馬部会長 

２４日（木） １３：００～ 現役生・打合せ （市役所） 

12 

月 

１５日（木） １６：００～ 現役生・打合せ （市役所） 

２６日（月） １５：３０～ 現役生・打合せ （市役所） 

1

月 

６日 （金） １６：００～ 現役生・打合せ （市役所） 

１０日（火） １０：００～ 市幹部職員への活動報告 （市役所） 

１２日（木） １６：００～ 現役生・打合せ （市役所） 

２６日（木） １３：００～ 第６回人材マネジメント部会開催 （早稲田） 

２７日（金）  ９：００～ 第６回人材マネジメント部会開催 （早稲田） 

２
月 

３日 （金） １０：００～ 人材マネジメント派生部会 （港区） 

１７日（金） １６：００～ 現役生・打合せ （市役所） 
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１． 第１回研究会に向けて 

１）４期生選出 

人事課や先輩マネ友の推薦により、龍ケ崎市としては４期生となる３人が選出

され、人材マネジメント部会に参加することとなった。 

 

２）事前課題への取組み 

（１）事前課題の内容 

以下、動画視聴や資料を読み込んでチームで対話する 

・動画「人材マネジメント部会とは何か～ 部会が大切にするキーワード」 

・変革ストーリーシート 

・変革ストーリーシート解説編 

・インタビューガイド 

・自治体戦略 2040構想研究会第一次・第二次報告概要（総務省） 

・Society5.0資料（内閣府） 

 

（２）チームでの対話 

【対話の主な内容】 

・部会が大切にするキーワードは、自治体職員として当たり前のようで、徹

底できていないことであると思った。 

・関連資料を読み込んで、未来の自治体の在り方、職員の存在意義などに

ついて意見を共有した。 

・変革ストーリーシートを初めてみて、自分たちがこのような壮大なテーマで

変革に向けての行動を検討できるのか不安であった。 
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２． 第２回研究会に向けて 

１）事前課題の内容 

（１）自分の自治体の資料を読み込み、チームで対話 

（２）昨年度参加者との対話を通して、昨年度考えた取り組みを理解し進捗状況 

を把握する 

 

２） 自分の自治体の資料を読み込み、チームで対話 

（１）今回読み込んだ資料 ※（ ）内は発行年月 

【最上位計画】 

・第 2次ふるさと龍ケ崎戦略プラン 

【財政資料】 

・令和 2年度決算概要（令和 3年 8月） 

・令和 2年度決算財務資料（令和 4年 2月） 

・令和 2年度決算書 

・令和 4年予算概要（令和 4年 2月） 

・龍ケ崎市の財政状況（令和 3年 12月） 

・第 2次中期財政計画 平成 29年度～平成 33年度 

（平成 29年 2月） 

・龍ケ崎市財政収支見通し（令和 4年 2月現在） 

【人事資料】 

・第 3次龍ケ崎市人材育成基本計画 

・第 4期龍ケ崎市特定事業主行動計画 

・第 6次龍ケ崎市人員管理計画 

【その他】 

・令和 4年度主要施策アクションプラン 

・龍ケ崎市人口ビジョン（平成 27年 12月） 

・龍ケ崎市第 2期子ども・子育て支援事業計画（令和 2年 3月） 

・龍ケ崎市高齢者福祉計画・第 8期介護保険事業計画（令和 3年 3月） 

・龍ケ崎市障がい者プラン・障がい福祉計画・障がい児福祉計画 

（令和 3年 3月） 

・龍ケ崎市第 2次健康増進・食育計画 健康りゅがさき 21 

（平成 29年 3月） 

 

３）先輩マネ友との対話 

昨年度参加者（3 期生）だけでなく、これまで研究会に参加した先輩マネ友（１～

２期生）も含め対話を行った。 
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（１）目的 

龍ケ崎市の先輩マネ友（１～３期生）の活動の実際を共有し、今後の４期生

の活動に活かす。 

（２）内容 

先輩マネ友の考えた取組みや進捗状況について、各期から説明をいただ

く。先輩マネ友の取組みの現状を聞き、参加者で対話を行う。 

（３）参加者 

１０名（内訳 １期生２名、２期生３名、３期生２名、４期生３名） 

（４）対話で得られた先輩マネ友の活動の実際や思い 

・職員が閉塞感、やらされ感を持っていることがうかがい知れており、因果関

係はわからないが療養休暇をとる職員が多かった。 

・組織は縦割りが強く、それぞれ業務の押し付け合いがみられることもある。 

・経営の視点がない。 

・以上の職場環境を改善したい一心で活動している。 

・官製談合というショッキングな出来事の直後に研究会へ参加したため、庁内 

の変革に対して強い意識を持って研究会に臨んだ。 

・3期生は随時 1・２期生と対話をし、活動や意識の共有を図りながら臨んだ。 

・職員に対するインタビュー、職員・市民対象にアンケート調査を行った。市民

の声を直接聞く機会がなかったと反省している。 

・部会が重んじる対話の重要性を理解した。 

→ 庁内職員や住民との対話により思いを共有していくことの大切さを感 

じた。 

・研究会参加の自治体との対話で同じ課題に取り組む仲間として意識を共有

できた。 

・研究会に終わりはなく、考えて、モヤモヤして、行動しての繰り返しである。 

・首長や上司にこの活動を理解してもらう、また巻き込んで一緒に行動できれ

ばなおよい。そのためにも研究会の趣旨や取り組みを逐一上司に報告するこ

とが望ましい。 
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３． 第３回研究会に向けて 

１）事前課題の内容について 

・役所内外の多くの人とのインタビューや対話を通して変革ストーリーシート（シ

ート１～５）を作成する。 

 

2） 庁内外の人とのインタビュー・対話の詳細について 

（１）庁内対象 

【インタビュー対象者】 

市長、教育長、管理職（部長・課長） 

※市長、教育長については選挙・人事のタイミングにより新任者が対象

となった。また部長、課長についてはR4年度新任の各役職2名ずつ

を対象とし、これから部署のマネジメントを担う人材を選定した。 

【方法】 

・事前に対象者にインタビュー依頼（本部会の活動の趣旨、インタビューの趣

旨・内容など）をし、インタビューへの同意をいただいたうえで、日程調整を

行った。 

・対象者 1名に対し 4期生がファシリテートを行いインタビューする。 

・インタビューは、変革ストーリーシートに基づいた内容（10年後の地域のあ 

りたい姿、成り行きの未来…など）で対象者の市政や行政経営にかける志 

や思いを聴取した。 

・所要時間は 60分程度とした。 

 

（２）庁外対象 

【インタビュー対象者】 

・幅広い意見を集めるため、様々なライフステージにある市民を対象に実施し 

た。 

学生 市内高校に在学している高校生（５名） 

市内大学に在学している大学生（２名） 

子育て世代 市の運営する育児施設（さんさん館）利用の方（６名） 

※施設利用の規定は 0～3歳の子どもをもつ方 

市内で就業している方 フィットネスジムの支配人（1名） 

ショッピングモール管理会社の管理職（1名） 

民生委員・児童委員 市内西部地区の民生委員・児童委員 

※定例会出席者全員と集団で対話 

高齢者 市の運営する健康増進施設利用者（2名） 
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写真：高校生へのインタビューの様子 

 

【方法】 

・対象者所属施設や個人、庁内所管課にインタビュー依頼（本部会の活動の 

趣旨、インタビューの趣旨・内容など）をし、インタビューへの同意をいた 

だいたうえで、対象者の選定や日程調整を行った。 

・インタビュー実施場所（さんさん館）によっては、対象者を事前に決定せ 

ず、施設訪問時にその場にいる方に同意をいただいてインタビューを実 

施した。 

・インタビューはそれぞれの場所に出向いて実施した。 

・所要時間は対象や場所に応じて調整した。 

・内容は、本市マネ友 3期生が実施したアンケート結果を受けて、ライフス 

テージごとに得られた市政への要望に対する詳細を聴取した。 

例：子育て世代 → 子育て政策について 

高齢者    → 健康づくり・医療・介護・福祉政策について 

 

（３）庁内外の人とのインタビュー・対話についての配慮 

・インタビューの場所は、極力プライバシーが保てる環境を確保し、話しやす

い環境をつくることに努めた。 

・インタビューの記録は状況によって適宜対応（録音、もしくはメモ）し、対象

者に同意を得て記録をとった。 

・インタビュー内容は、変革ストーリーシートや共同論文等の文章にまとめる

ことを説明し、本人が特定されないように公表することを説明しプライバ

シーに配慮した。 

 

（４）庁内外の人へのインタビュー・対話の分析について 

・記録（録音、メモ等）したインタビュー結果を文字に起こし、類似する内容を 
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カテゴリー化した。 

・インタビューから抽出した内容を変革ストーリーシートの作成に活用した。 

 

３）庁内外の人へのインタビュー結果の分析と変革ストーリーシートの作成につ

いて 

（１）庁内外の人へのインタビュー結果と分析 

・庁内を対象としたインタビューについては、市長、教育長、新任管理職が 

考える組織・人づくりのあるべき姿や、自身の経験を踏まえ、本自治体に

おける人材マネジメントの現状や課題を聞くことができた。また一部、施

策に対する具体的な意見も聴取できた。以上を踏まえ、庁内のインタビュ

ー結果は、主に変革ストーリーシートの「10 年後の地域のありたい姿」や

「組織づくり・人づくりのあるべき姿」、「組織・人の現状と問題点」を考える

上での根拠として活用した。 

・庁外の様々な人々へインタビューする中で、市民は市政に対し興味関心を

持ち、市政や地域に対する自分たちの思いや意見を持っていることに気

が付いた。またインタビューや結果を分析していく中で、市民が求めてい

る地域のありたい姿の方向性が似ていることに気が付いた。私たちは分

析の過程で「10 年後の地域のありたい姿」は庁内の人間だけで描くもの

ではなく、市民と共に描いていくものであると考えた。庁外のインタビュ

ー結果は、主に変革ストーリーシートの「10 年後の地域のありたい姿」を

考える上での根拠として活用した。 

・庁外の人々へのインタビューの中で、対象者より「市役所の職員が地域に出

向いて住民の話を聞いてくれるだけで、住民のこと思って活動しているこ

とが伝わり、その行動だけでありがたく思う」という言葉をもらった。住民

との対話、住民の生の声を直接聞くことの重要性を理解する機会となった。

市役所は元来、申請主義であり、手続きで役所に赴く、また声を上げた住民

を対象に対応してきた経緯がある。これからは市役所の職員が主体的に庁

外へ赴き（アウトリーチ）、住民が考える市政の現状や課題を聞くことで、今

まで見えてこなかった住民のニーズや施策に対するヒントを見出すことが

できるのではないかと考える。 

 

４）変革ストーリーシートの作成 

・庁内外のインタビュー・対話結果や自治体資料を参考資料とし、チームで対話を

しながら変革ストーリーシートの作成を行った。 

・変革ストーリーシート１～５について、庁内外インタビューが強く反映されてい

る主な内容を一部抜粋し、インタビュー結果の分析とチームの考えとして示す。 
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【第 3回研究会に向けての準備段階における変革ストーリーシート（一部抜粋）】 
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５）先輩マネ友との対話 

・先輩マネ友に変革ストーリーシート１～５を提示し、第 3 回研究会に向けて対話

を行った。 

 

【対話の内容や得られたこと（一部抜粋）】 

・これまで市民の声を直接聞く機会がなかったため、住民へのインタビュー・ 

対話を通して「10 年後の地域のありたい姿」を抽出したのは良いと思う。だ

だし内容については住民の思いをまとめたに過ぎない印象である。チーム

で「10 年後の地域のありたい姿」について共感できる部分があるのか疑問

である。 

・「10 年後の地域のあるべき姿」のその先をイメージして未来を描いているか。

例えば、「人生 100 年時代に備え、高齢者が集える場所を構築する」は「…

場所を構築して、〇〇〇〇になっている」のように住民の具体的ななっても

らいたい姿を描く必要がある。 

・シート３の戦略的取組に関して、それぞれの取組の本質について具体的に説

明をもらった（例：龍ケ崎市ファンクラブ＝関係人口を増やし、龍ケ崎市のた

めに行動してくれる人を増やす）。 

・地域担当職員を設け、住民と地域づくりを行っている。住民の自立を促した

いが、歴史のある地域は住民の行政に対する依存傾向が強いのではないか。

行政職員がどこまで地域に入り込んで仕事をすることが地域を最適化する

ことにどこまでつながるのか。 
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４． 第４回研究会に向けて 

１）事前課題の内容 

（１）変革ストーリーシート１～５のブラッシュアップ 

（２）変革ストーリーシート６～11の作成 

 

２）変革ストーリーシート１～５のブラッシュアップと 6～11の作成 

・住民へのインタビュー・対話を通して、主役は市民であり、市民とともに地域を

作っていくことの大切さに気が付いた。産官学の連携はもちろんのこと、地域

の発展には住民の力が不可欠であると考えた。 

→ シート１に「産官学 + 市民が協同し、共助体制を構築した上で、市民が 

望む 10年後の龍ケ崎市を一緒につくっていく！」ことを明記した。 

・フェーズ３を「産官学と住民によるまちづくり」としたときに、フェーズ 2 は市 

役所と外部（大学、企業、住民）との連携の強化、さらにフェーズ 1 は庁外と連

携を強化するには、まず庁内のコミュニケーションや連携を強化していくとい

う連携・協働の段階を踏んでいくことを提案した。 

・「フェーズ 1 になるために必要な条件・資質」については、「庁内における報告・

連絡・相談の基本の重要性を再認識する」「コミュニケーションスキル」「自身の

業務に対し、根拠や理由付けをもって、他者に説明ができる」をあげた。 

 

【第４回研究会に向けての準備段階における変革ストーリーシート（一部抜粋）】 
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３）対話自治体との対話 

・対話自治体（石岡市、射水市）と変革ストーリーシートを共有し、お互いの考えや

取組の実際を共有した。 

・対話自治体間が離れていることや新型コロナウイルス感染症対策のため、

Zoom®を用いて対話を行った。 

・対話自治体間でそれぞれの住民の地域性や市役所内の人材マネジメント現状

などを共有した。また変革ストーリーシートを作成過程でのお互いの考えや大

切にしたいことなどを共有した 

・これから一緒に活動していく仲間として共感を得る機会となった。 
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５．第５回研究会に向けて 

１）事前課題の内容 

・変革ストーリーシートのブラッシュアップ 

 

２） 変革ストーリーシートの見直し 

○重点取組１ 

・取組の本質（＝職員間の対話・コミュニケーションの重要性とその促進）を職

員が理解しなければ、取組が形骸化する恐れがあるため、休憩スペースに一

工夫加える必要性がある。 

→ 休憩室に「伝言板」を設置し、「誰に聞いたらいいか分からない」「ちょ

っと聞いてみたいこと」などの情報を伝言板に掲示する。その情報に対

し、回答したい人、関心のある人が掲示板上でレスポンスする。これによ

り、休憩室に立ち寄ることで情報・ネタを持ち帰ることができると考え

た。 

○重点取組３ 

・政策紹介動画の作成については、若手職員を中心に作成することで、・所属

課の全体業務を把握、整理することで自身の業務の位置づけや課の役割か

ら市役所の全体像を学ぶことができるのではないか。 

・また、若手職員に役割意識を持ってもらい、主体的に考え行動する機会を設

け、職務へのモチベーションアップを図る。 

 

３） 県内マネ友や管理職部会との対話 

東海村役場にて茨城勉強会が開催され、人材マネジメント部会に参加してい

る茨城県内市町村のメンバーが参加し、対話を行った。進捗状況を報告しあった

り、課題や難しいと思うことを話し合った。対話自治体である石岡市も参加して

おり、お互いの取り組みが実効性のあるものになるよう検討を行った。 

また、今年度から人材マネジメント部会に新たに設置された管理職部会に当

市から参加している職員３人と対話を行った。通常部会と管理職部会とでそれ

ぞれが考えているありたい姿やアクションプランを共有し、理解を深めた。 

 

 

 

 

 

 

 

写真：東海村役場での茨城勉強会の様子 
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４）人マネチラシの作成及び庁内への周知 

「10 年後の龍ケ崎、どんなまちを想像しますか？」というキャッチフレーズ

で人マネの概要を記載したチラシを作成し、全庁掲示板に掲載し、周知した。人

材マネジメント部会の活動自体を庁内に広報することで、10年後のまちのあり

たい姿を考える活動をしている職員がいるということを知り、目の前の業務に

追われがちな職員が中長期的な視点で市全体を考えるきっかけになることを

目的とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図：作成したチラシ
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５）重点取組に関する庁内職員へのアンケート（別紙） 

「より良い職場環境を整えることで業務の効率化につなげる」ことを目的に

「職場のコミュニケーションを促す取り組み」を検討するため、職員を対象とした

休憩スペースに関するアンケートを行い、88件の回答を得た。 

職場内のコミュニケーションの意識については全庁もしくは所属部署におけ

る職員間のタテ・ヨコ・ナナメの関係性をどう深めるかなど含めて多様な視点か

らアプローチしていく必要があると考えた。 
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６． 第６回研究会に向けて 

１） 事前課題の内容 

（１）変革ストーリーシートのバージョンアップ 

（２）市長・派遣元への報告とコメント 

（３）マネ友の活動検証 

 

２） 経営層への取り組みの報告 

人材マネジメント部会として活動した 1年間の取組について、市長及び部長に

対して報告会を行った。変革ストーリーシートを中心に説明し、この考えに至った

経緯などをアンケートの結果等を踏まえながら伝え、以下のような意見を頂いた。 

 

【経営層からの意見】 

・日々仕事にゆとりがないなかで、変革ストーリーシートの目指す状態にを実

現するために業務削減などどう実行していくかが課題。若い世代の皆さん

からどんどん庁議メンバーに向けて発言してくれればと思う。 

・報告・連絡・相談の話も、新規採用研修で取り上げ、各年代の研修でも一貫し

てやってきているほど組織の中では重要なことだがまだまだ機能していな

い。職員の意識づくりができればいいと思う。 

・まずは、コミュニケーションを取りながら、顔見知りになって関係性を築くこ

とは必要だと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：経営層への取組報告の様子 

 

３）先輩マネ友の活動検証 

1～3 期の先輩マネ友に集まっていただき、これまでの活動内容を話してい 

ただいた。変革ストーリーシートで考えた取り組みを行おうという気持ちがあり

つつも、日々の業務の間でオフサイトミーティングなどの活動をすることも難し

いという意見などがでた。しかしながら、日々の業務の中で、できることを少し

ずつ活動している様子がうかがえた。 
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Ⅱ．今後の展望 

部会で学んだことをより多くの仲間と共有するため、令和５年度に新たに人マネへ

参加する若手職員や先輩マネ友と連携・協力し、一緒に仕事をする職員や自治体関係

者、市民等と対話する機会を積極的に設けたいと考えている。 

また、人マネの取り組みを特別なものとせず、それぞれの職場・業務において、当た

り前のように落とし込める環境の構築・職員の育成に務める。 

そして、それらの仲間と共にストーリーシートに記載した重点取組をはじめ、より良

い地域にするためのアイデアを実現させるための活動を加速させていく。 

 

１．自分たちとして取り組むシナリオ 

１）信頼関係の構築 

自分たちの取り組みに対する認知度を向上させ、理解者を増やしていくため、

多くの職員、市民と共に仕事や活動をする機会を作る。多くの方と顔見知りにな

り、時に熱く膝を突き合わせながら、誠心誠意、仕事に従事する姿を示すことで

信頼関係を築いていく。 

 

２）動き出した事業へ加担 

重点取組として提案した事業の実現に向けた取り組みを推進する。 

特に、令和４年度から動き出している「休憩スペース（健康スペース）の設置」に

ついては、旧地下食堂の改修が令和５年度に予定されていることから、休憩スペ

ースについてのアンケートで集めた意見などを踏まえた「コミュニケーションを促

すためのアイデア」を反映させてもらえるよう働きかけを行う。 

また、その過程において、自分たちが先頭に立って進めることはもちろんだが、

なるべく多くの職員・市民に我々の提案に賛同していただき、自発的に関わって

もらえるような工夫を施していく。 

なお、所管課に迷惑をかけては本末転倒なので、その点に関してはより一層の

対話を心がけ、慎重に進めたい。 

 

３）さらなる研鑽 

幹事団をはじめ対話自治体や人マネを介して知り合った多くの方々と情報交換

を行いながら、日々、広い視野を持って地域のために動ける、考えられる組織・人

づくりの為の自己研鑽を怠らないようにする。 

また、「組織」についても、今一度自治体とは何を目的とした集団なのか、人マネ

で学んだ「地域のための人・組織づくり」とは何なのかについて、「人材育成」に焦

点を絞って関係課等と考えを深めていく。 
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２．１年後に目指す状態と創り出したい変化 

職員や市議会議員、市民、その他関係者が地域の発展という共通目的を達成する

ため、お互いの立場を尊重し、変革の生まれやすい良好な関係性を構築する。 

また、業務遂行を目的とせず、仕事の先にある市民の顔をしっかりと意識しながら

仕事に従事する職員を増やしていく。 
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Ⅲ．個人の所感 

持丸 信彰（市長公室 秘書課／主査） 

これからの時代に求められる自治体職員像とはどのようなものなのか。これま

での仕事への取り組み方や市民との付き合い方は正しかったのか。公務員生活も

折り返しを過ぎ、改めて確認する機会が必要との思いから、多くの自治体職員や経

験豊富な幹事団の方々と対話ができる人材マネジメント部会に参加させていただ

きました。 

部会での活動は予想していたより質・量ともに大変でしたが、参加したことによ

り人口減少や財政難など多くの自治体が抱えている問題から龍ケ崎市に特化した

組織、施設等の課題についてまで、さまざまな視点から検証する機会を得ること

ができ、とても有益なものとなりました。 

普段の仕事以上に考えを巡らせ、仮説を立てては一つ一つ確認していく作業は

まさに研究のようでした。特に変革ストーリーシートの作成を通しては、「対話」の

大切さや「生活者起点」、「バックキャスト」などさまざまな考え方やスキルを学ぶこ

ともできました。 

「対話」を重ねることで、龍ケ崎市役所の経営層にいる職員は、当たり前ですが

我々以上に危機感を持って地域のことや市役所組織のことを考えていることに気

づくことができました。ここ数年間の組織の在り方、政策、意思決定過程について

は、市民及び職員感情の「納得性」という部分で、全体的に低い状況であったこと

も見えてきました。また、多くの市民は、現状の行政に対して不満はそれほど持っ

ておらず、それよりも未来への不安や地域における活動の場を求めていることも

分かりました。 

本市を含めた茨城県南地区の自治体は、近年、大都市圏のベットタウンとして発

展した背景もあり、交通インフラが揃ってさえいれば一気に生活が崩れるようなこ

とはないという安心感がそうさせているのかもしれません。私自身も心のどこか

でそのように感じて日々の業務にあたっていました。しかし、部会での研究を経て、

改めて職員の危機感の欠如が市政運営全体に及ぼす影響は大きいとの考えに至

りました。 

「人材マネジメント部会の活動に終わりは無い」 

これからの活動として、まず生活者起点などの考え方を一緒に仕事をする職員

へ徐々に浸透させるため、自らの「気づき」を促す「意識させる系」の職員になろう

と思います。市民のこと、そして仕事により関心を持つ体質に変化することで、提

案する政策の先に市民の顔が見える、本当にみんなが望むやりがいのある仕事が

できる職員になるのではないかと考えています。我々の仕事の先にある市民の幸

せにつながり、公務員としてのやりがいが目に見えて職員のモチベーションアップ

につながる、そんな取り組みにつなげたいと思います。 
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吽野 智哉（健康づくり推進部 健幸長寿課／副主幹） 

   私は令和 3 年度 4 月に龍ケ崎市へ入庁しました。研究会への参加が決まった

のは，入庁し 1 年が経過した頃のことです。まだ庁内のことをよく知らず，自

分の仕事もままならないような人材が研究会に参加して役に立つのか不安しか

ありませんでした。 

   私は入庁後，業務を遂行していくなかで職場環境に違和感がありました。そ

のことをマネ友である人事課職員に打ち明けた流れで，研究会への参加を勧め

られました。研究会に参加し，その違和感の正体が，役所内における「部会が

大切にするキーワード」の欠如であるとわかりました。たぶん私が人事課のマ

ネ友にこの違和感の話をしなければ，私はずっと悪い意味でモヤモヤしながら，

鬱々とした面持ちで仕事を続けていたと思います。 

   私は医療職と教育・研究職を経験して入庁しました。私の職歴において「部

会が大切にするキーワード」は業務にあたる上で極自然な考え方でした。例え

ば，医療職は対象者の治療目標に向かってケアを考え，それは対象の立場から

考えて最善のケアでなければいけないと，職場の先輩方から叩き込まれてきま

した。現在も医療専門職として活動しており，対象を住民に，ケアを行政サー

ビスに置き換え，自分が業務にあたる上で重要な理念として心に留めています。 

   安易な考え方かもしれませんが，「部会が大切にするキーワード」を重んじる

職員が増えれば，庁内の職場環境は変わると思います。しかし，1年間の研究会

活動を通して，変革の難しさを体感しました。ときには投げ出そうと思うとき

もありましたが，同じ志を持った庁内外のマネ友との対話を通して，勇気をも

らい研究会へのモチベーションを保つことができました。 

   私は庁外での職歴が長い自分だからこそみえている自治体職員・組織の良い

ところ・悪いところがあると思っています。庁内での職歴はまだまだ浅く，ポ

ディションパワーのない自分ですが，組織のためになると思ったことは臆する

ことなく発言・行動していく強い意志を持って，終わりなき部会活動に尽力し

ていきたいと思っています。 

   既に各自治体で先輩マネ友が研究会の成果を発揮していますが，部会活動の

更なる波及により全国的に自治体職員や組織が変わっていくことを願っていま

す。 

 

川嶋 里菜（危機管理課／主事） 

入庁してからこれまで、目の前の業務をこなすことに精一杯になり、市全体の計

画を理解したり、１０年後の龍ケ崎市のためにできることは何かということを考え

たりする時間を設けられていませんでした。今回、人材マネジメント部会に参加す

ることになり、研究会への参加や庁内外でのインタビュー、変革ストーリーシートの

作成などを行うにつれ、龍ケ崎市をよりよいまちにするために考えられた市の総
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合計画があり、それに基づくアクションプランが日々の業務に落とし込まれている

ことを改めて理解するとともに、管理職が考えている課題や市民が龍ケ崎に感じ

ている思いなどを対話の中で知ることができました。 

また、研究会などに参加し、他自治体の職員と対話する中で気づいたことは、多

くの自治体が類似した人材マネジメントにおける課題を感じている一方で、これ

だ！という解決策を見出すのは難しいと感じており、苦慮しているように感じまし

た。龍ケ崎市においても、今回変革ストーリーシートで考えた取り組みを今後も実

践・見直しを継続して行い、課同士の横の連携の強化や、職員同士のコミュニケー

ションを図りながら、持続可能なまちへの一助となれるよう努めていきたいと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：第６回研究会（大隈記念講堂前） 


